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ノール溶液を ， 滴加え，さらに ％チオ尿素







ミン の含有量は葉の乾燥重量 当りの 数で
表した．





























































山形大学紀要（工学）第 巻 第 号 平成 年 月
志田・遠藤・水口・萬崎・奥山・高橋・石川・坂倉・中沢・村椿 ヒメウコギの葉に含まれる無機成分の濃度分布と季節変化


































いては ， ， は ％以上抽出され， と



































ウコギの葉については ， ， は ％以







（ 年 月，日本分析化学会第 回分析化学討
論会において一部発表）












） 高橋 茂，志田惇一，松尾 力 分析化学，
（ ）
） 増田芳雄 “植物生理学（改定版）”，（ ），
（培風館）
） 赤堀四郎 “酵素ハンドブック”，（ ），
（朝倉書店）
） 五十嵐 脩 “ビタミンの生物学”，（ ），
（裳華房）
） 今堀和友，山川民夫 “生化学辞典”，（ ），
（東京化学同人）
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